
3

和田先生 との出会 い

大 島 稔

和田先生は,1970年 か ら1997年 まで27年 間 にわた り小樽=商大に勤め ら

れ,昨 年3月 に定年をもって退官されました。小樽商大での長年にわたる研

究 と教育への貢献 に感謝の意 を表 したい と思います。

私 は,本 学の学生 として5年 間,本 学の教員 として16年 間和田先生 と同じ

大学ですごしたことになります。和田先生は一般教育等所属で,私 は言語セ

ンター所属で,互 いに所属学科は違 うのですが,北 方諸民族研究 という学問

分野が共通していることから先生の名誉教授記念号で饒の言葉 とお礼を述べ

させていただ く機会を与えられました。

思い起 こしますと先生 とは何度か ご一緒 に仕事 をする機会がありました。

最初の機会は,先 生の編著 『人間行動の諸相』を教科書に使 った心理学の授

業をとったあとで,私 が大学3年 生の時の ことです。1973～1974年 にかけて

小樽商科大学パタゴニア学術調査隊が南米チ リ国に派遣されることにな り,

和田先生 はその隊の隊長 として,南 米大陸の南端に住むマプーチェとティエ

ラ ・デル ・フェゴのさらに南の島に住むヤーガンの心理人類学 に関する現地

調査を実施 されました。私はその ときに登山隊の隊員 として調査隊に参加 し

ていました。

一緒にチ リ・ワインを飲みなが ら先生 といろいろな話 しをしました。先生

は博学で,ご 専門以外にいろいろと趣味が広 くさまざまな話題 にっいて一家

言を持たれている先生 という印象で したが,そ の印象は私が大学 に勤めるよ

うになってか らも変わ りません。ご一緒 した研究会の後の懇親会で も世界各

国の酒の話 しを聞きましたし,留 学先のポーラン ドから帰った直後にはギリ

シア正教のアイコンの話 しを聞いた こともあります。

チ リで一緒にディナー ・テーブルを囲んだ ときに,現 地で身 につけた私の
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スペイン語がブロークンだと評 された ことがあります。先生は正規に外国語

を身につけておられました。後 にポーランド行 きが決まったときにもポーラ

ンド語のカセ ット・テープを商大のLLに 借 りに来ていたのを覚えています。

巻末の研究業績 を見るとわか ります ようにドイツ語か らの翻訳書も多数あ り

ます。

スポーツマ ンでもありました。ロマンス ・グレイのダンディーな着 こなし

で,車 の後ろには,い つでもテニスができるように とラケットが積んであ り

ましたし,ボ ーリングの腕前 は皆の認めるところでゼ ミの学生 とも教職員 と

もよ くボー リングをしていました。

和田先生は大学の授業では,心 理学 と産業心理学を講 じていましたが,ご

専門の研究は,心 理人類学で,特 に民間療法を含む医療人類学やシャーマニ

ズムの研究では国際的に活躍 した研究者でした。先述の南米 におけるマプー

チェについてもシャーマニズムを研究 しましたが,や はり中心は北方諸民族

のシャーマニズム研究でした。アイヌ,ニ ブフ(旧名ギ リヤーク),ウ イルタ

(旧名オロッコ)に 関する研究があ ります。

ウイルタに関する研究は,私 が大学院で修士論文を書いているときでした

のでよく覚えています。私の指導教官であった北大の池上二良先生 と津曲敏

郎先生(現北大文学部教授),故 黒田信一郎先生 とともに網走 に在住するウイ

ルタの人たちのもとを訪れ現地での聞き取 り調査 を実施 していました。

アイヌの,特 に樺太アイヌの研究 については,医 学博士で樺太豊原市(現

ユジノサハ リンスク市)で 樺太庁立病院耳鼻科医長をしていた御父上の和田

文治郎氏の仕事 を継承 ・発展させたと言ってもよいのか もしれません。和田

文治郎氏は,南 樺太全域でアイヌの言語および民俗の調査 を行い,知 里真志

保の名著 『分類 アイヌ語辞典』の特 に人体,病 名,薬 用植物名について多大

な寄与をしたことで有名な樺太アイヌ民俗の研究者で もあ ります。

二度目に一緒に仕事 をしたのは,1985年 の「B.ピウスツキ古蠣管 とアイヌ

文化国際シンポジウム」の ときでした。プロニスワフ ・ピウスツキは,1887

年ロシア皇帝暗殺計画に連座 した罪で15年 間の樺太流刑に処 されましたが,
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流刑地の樺太に原住するニブフ,ウ イルタ,ア イヌ民族の言語 ・民俗 に関す

る貴重な資料 を収集 したことで知 られるポーランド人です。

和田先生 は,日 本の多 くの研究者がピウスツキの名を知 るはるか以前か ら

ピウスツキの研究に注 目し,い くつかの論文 を翻訳 してお ります。その意味

で日本でのピウスツキ研究の開拓者であると言えます。

ピウスツキが残 した蝋管を復元 して聴取するとい う研究が組織されて,私

もその頃アイヌ民俗調査で北海道各地の古老 をたずねて民俗調査をしていま

した関係でアイヌ語聞 き取 り班に加わっていました。和田先生は,1984年 か

ら一年間 ピウスツキ古蟻管ゆかりのポーラン ドのアダム ・ミツキエヴィッチ

大学等に在外研究員 として留学 しておられ,帰 国後に国際シンポジウムに参

加 しました。

和田先生は,そ の後 もピウスツキが縁 となったポーランドの研究者 とのつ

なが りを持ちつづけています。1987年 には,第8回 北海道新聞学術文化奨励

金の受賞により,ア ダム ・ミツキエヴィッチ大学のイエジ ・バニチェロフス

キ教授を招聰 し,ピ ウスツキ調査 ノー トの共同研究を行 っていますし,退 官

の前年の1996年 には同大学のアルフレット・マイエヴィッチ教授の留学を受

け入れてお ります。その間,1989-1990年 と1993年 にそれぞれ日本学術振興

会,日 本国際交流基金の助成により民族古資料の研究のためポーランドに赴

いています。

学外において もさまざまな役職 についておられました。1990年 よりハンガ

リーに本部のある国際シーマニズム学会会員,1992年 より4年 間,国 立民族

学博物館研究協力者,1996年 より現在まで日本民族学会評議員,1993年 より

北海道大学スラブ研究センター共同研究員を務 めておられます。

さらに学外の仕事 として1995年 か ら退官 まで3年 間北海道民族学会の会

長 を勤めていました。この時に津曲敏郎先生 と私が事務局 を務めることにな

りましたので,ま た一緒に仕事 をする機会がありました。

和田先生の学問研究 は幼 ・少年時代 をす ごした樺太の豊原か らすでに始

まっていたように思います。1997年 度の北海道民族学会で,こ れまでの研究
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を振 り返 りなが ら,樺 太あるいは北海道で先生が出会った先学の人々の話し

をしました。小樽商大の最終講義でも,網 走のニポポ人形の原型は文治郎氏

の持ち帰った樺太アイヌの人形であるなど御父上文治郎氏 にまっわる話しや

豊原の古い地図を出されて,樺 太の話 しをされてい ました。ピウスツキの名

をはじめて知 ったのも御父上か らであった と言います。和田先生は,若 い時

代の出会いを一期一会のように後のご自身の研究にあるいは人 とのつきあい

の上で も大切 にされてきたように思います。

退官直前には体調を少 し崩され,右 手が少 し不 自由だと言っていました。

退官のあとは,自 宅で療養しなが らこれまでの研究をまとめるとおっしゃっ

ていました。小樽商大での27年 間にわたる先生の教育 と研究生活のほんの一

部を振 り返ることしかできませんでしたが,先 生の これ までのご苦労 を身に

しみて感 じた次第です。 これか らも先生が健康にご自愛されてご活躍 される

ことを祈念致 して筆を置 きます。


